
 

 
 

 

自
治
労
北
海
道
本
部
青
年
部
副
部
長
の
高
橋

弘
樹
さ
ん
か
ら
『
春
闘
と
賃
金
に
つ
い
て
～
で

き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
～
』
と
題
し
、
春

闘
を
た
た
か
う
意
味
や
、
そ
も
そ
も
賃
金
と
は

な
に
か
、
と
い
っ
た
内
容
を
身
近
な
例
を
上
げ

な
が
ら
、
大
変
お
も
し
ろ
く
わ
か
り
や
す
い
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。 

な
ぜ
労
働
組
合
っ
て
必
要
な
ん
だ
ろ
う
？ 

高
橋
副
部
長
か
ら
「
労
働
者
と
は
、
事
業
又

は
事
務
所
に
使
用
さ
れ
る
者
。
使
用
者
と
は
事

業
主
又
は
事
業
の
経
営
担
当
者
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
の
説
明
が
あ
り
、「
労
働
者
は
立
場
が

弱
い
。
だ
か
ら
、
１
人
で
は
な
く
『
労
働
組
合
』

を
つ
く
っ
て
、
み
ん
な
で
自
分
た
ち
の
賃
金
・

労
働
条
件
を
守
る
！
」
と
労
働
組
合
の
必
要
性

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

賃
金
は
労
働
力
の
再
生
産
費 

私
た
ち
労
働
者
は
『
労
働
力
（
働
く
力
。
体

力
、
精
神
力
、
技
術
な
ど
）』
と
い
う
商
品
を

売
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
働
け
ば
体
力
的
に

も
、
精
神
的
に
も
疲
れ
ま
す
。
労
働
力
を
回
復

さ
せ
る
た
め
に
は
、
寝
る
・
食
べ
る
・
遊
ぶ
な

ど
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
行
う
の
に
必
要

な
賃
金
は
『
労
働
力
の
再
生
産
費
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
地
方
公
務
員
法
で
も
、「
職
員
の

給
与
は
生
計
費
並
び
に
（
以
下
略
）」
と
謳
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を

送
り
、
ま
た
明
日
も
頑
張
れ
る
だ
け
の
身
体
と

心
を
作
る
た
め
の
お
金
な
の
で
『
賃
金
は
生
活

給
』、
生
活
に
足
り
て
い
な
い
分
の
賃
金
要
求

は
わ
が
ま
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！ 

春
闘
っ
て
な
に
？ 

春
季
生
活
闘
争
の
略
。
毎
年
２
月
頃
か
ら
行

わ
れ
、「
賃
金
を
上
げ
て
ほ
し
い
」「
労
働
時
間

を
短
く
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
い
っ
た
『
労
働

条
件
の
改
善
』
を
要
求
す
る
労
働
運
動
の
こ
と

で
、
春
闘
の
結
果
が
私
た
ち
公
務
員
だ
け
で
は

な
く
、
労
働
者
全
体
の
賃
金
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
賃
金
が
下
が
る
と
地
域
の
経
済
が
も
っ

と
悪
く
な
る
た
め
、
社
会
全
体
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
！ 

い
ま
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
か 

 

最
後
に
、「
賃
金
・
労
働
条
件
・
仕
事
・
生

活
す
べ
て
は
政
治
で
決
ま
る
。
政
治
に
「
無
関

心
」
で
あ
っ
て
も
「
無
関
係
」
で
は
い
ら
れ
な

い
。」
と
い
っ
た
、
政
治
闘
争
や
安
保
法
案
・

原
発
等
の
平
和
闘
争
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、

「
自
分
自
身
に
で
き
る
こ
と
を
取
り
組
も
う
」

と
ま
と
め
が
あ
り
、
講
演
が
終
了
し
ま
し
た
。 

分
散
会
報
告 

講
演
終
了
後
、
分
散
会
を
開
催
し
、
賃
金
や

職
場
状
況
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

分
散
会
報
告
で
は
、
職
場
環
境
に
つ
い
て
、

「
時
間
外
手
当
が
出
る
時
と
出
な
い
時
が
あ

る
」「
異
動
し
て
前
の
職
場
が
異
常
だ
っ
た
こ

と
に
気
付
い
た
。」
と
い
っ
た
報
告
が
あ
り
、

時
間
外
手
当
が
完
全
支
給
さ
れ
て
い
る
職
場

や
、
そ
も
そ
も
請
求
し
づ
ら
い
職
場
、
休
暇
を

取
り
や
す
い
職
場
・
取
り
づ
ら
い
職
場
が
あ
る

な
ど
、
改
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

荒
井
青
年
部
長
集
約 

 

最
後
に
、
荒
井
青
年
部
長
か
ら
「
今
回
明
ら

か
に
な
っ
た
職
場
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後

幹
事
会
等
で
議
論
し
改
善
し
て
い
け
る
よ
う

↑熱い講演をする高橋副部長 

 3月 1日に第１回名寄市職労青年部学習会が開催されました。 

 今回の学習会では自治労北海道本部青年部副部長の高橋弘樹さんによる講演と、消防や病院、保育所職場を含

めた分散会を開催し、仲間の職場環境などについて話し合いました。 
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↑分散会の様子 

に
し
た
い
。
職
場
改
善
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
」
と
集
約
が
あ

り
、
学
習
会
が
終
了
し
ま

し
た
。 



 

☆ 学 習 会 ア ン ケ ー ト ☆ 

==事前アンケート================================================== 

今の賃金について 

・家賃や光熱費に加え、ローンを組んでいるとあまり貯金ができず、月によっては赤字になってしまう。 

・貯金をすると日々の生活がギリギリになってしまう。将来のことを考えるともっと貯金がしたい。 

・遊びに行く余裕があまりないので、誰かとご飯とかを食べに行っても心からは楽しめないです。常に食事代や必

要なお金のことを考えてしまうので結局気分転換にならなかったりします。 

・あることにこしたことはないが、労働の対価として十分な額をもらっている。 

 

職場の状況について（良いと思うところ） 

・休暇が取りやすい！残業代がつけやすい！ 

・係内ではコミュニケーションがとりやすいし、有休もきちんと取れています。 

・職場の雰囲気は明るく、業務量の多い時期にあっても精神面で負担となることは少ない。 

 

職場の状況について（改善したい（してほしい）ところ） 

・経験年数の浅い職員が多い。人事異動の際にもう少しよく見て欲しい。 

・代休ばかり増え、休みがその分までとれないこと。代休いらないのでお金がほしい。 

・管理職が現場や決裁を見ているか本当に不安ですし、人事評価制度が始まると少し憂鬱な感じです。 

・担当の人しかまったく内容がわからない業務があるので、緊急時に対処できない。 

・前職場も時間外は多かったが、手当はきちんと出ていた。今の職場では時間外勤務は増えたが、手当はほとんど

なくなったので単純に生活が苦しくなった。 

・係長と２人で業務を回せているが、どちらかが出張等で欠けると電話・来客対応しきれない。 

==事後アンケート================================================== 

講演について 

・政治や平和について、個人の思いはそれぞれでいいと思うが、無関心ではいけないという思いを強くした。 

・自分達が元気に働くこと・元気に働ける環境づくりは住民サービスにも直結していくんだなと気付きました。 

・余裕があるのと無いのとで働き方も変わると話していたのが、市のためにという考えを持って働くということに

つながるのかなと思い、余裕がある働き方の重要性を感じました。 

 

分散会について 

・総合的見直しにより賃金削減されることはつらいが、苦しんでいる職場に人員が補てんされるならその方がいい。 

・財政がブラック職場のままだったことが一番印象的だった。 

・採用１、２年目の賃金では通常の生活に加え、ローンや奨学金返済を加えると一人暮らしは厳しい。 

・組織の一員としての自覚を持ち、自らの行動を少なからず改める必要があると感じた。 

・分散会で分かったことは、各職場で様々な課題はあるが問題点のエッセンスが共通していることだった。これは、

全体として一定のひずみが生じているということであり、今後これらをブラッシュアップすることで労働運動の方

針へ反映していくべきと感じた。 

・みんなの置かれている立場みたいなものはあまりかわらないんだなと思いました。 

・総合的見直しよりも人員が足りないという問題の方が深刻であると感じた。 

・部署によっては有休がとれない現状や、時間外が多すぎる職場など改善点が多くあると感じました。 

・サービス超勤は「しない、させない」という意識を持つことが大切だと改めて思いました。 

・時間外の対応等、職場ごとにやり方が違い、所属長の処理の仕方、考え方で違いがでるのはおかしいと思った。 


